
様式第３号 
 

令和４年度 学校経営報告書（自己評価） 

 

学校番号 ５ 学 校 名 静岡聴覚特別支援学校 校 長 名 松本 仁美 

 

＜評価基準＞ Ａ 十分に達成できた。      Ｂ おおむね達成ができた。 
       Ｃ あまり達成ができなかった。  Ｄ ほとんど達成ができなかった。 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 ◎成果と●課題 

ア 生命の尊さや

人とのつなが

り を 大 切 に

し、一人一人

の良さを受入

れ、互いを尊

重する思いや

りの心の醸成 

・ゼロの日トークをきっかけ

とし、人権意識が高まり、

不祥事根絶に向けて自分の

行動を振り返ることができ

た教職員（AB90％以上） 

・静聴版心得（人権チェック

リスト）による自己評価 

（AB90％以上） 

・学級経営案や個別の教育支

援計画、個別の指導計画を

基に、道徳の年間指導計画

を定期的に見直しながら指

導した教員 

（小中 AB85％以上） 

 

 

AB 100％ 

 

 

 

AB 100％ 

 

 

 

AB 100％ 

Ａ 

◎ゼロの日トークの内容を人

権チェックリストの項目と

することで、人権について定

期的に考える機会を設ける

ことができた。 

◎年度途中からゼロの日トー

クの内容を掲示板にあげる

ように変更したことで、全て

の教職員に内容を周知する

ことができた。 

◎来年度も継続して見直しの

日を設定することで、よりよ

い道徳教育を目指していき

たい。 

ア 命のつながり

を実感する食

育の推進 

・給食や旬の食材について関

心をもち、感想を書いたり

話したりすることができた

幼児児童生徒（AB90％以上） 

 

 

AB 94％ Ａ 

◎教師が意識的に促すことで、

子どもたちが給食や旬の食

材について話題にしたり、感

想を言えたりするようにな

った。 

イ 自分の命を守

る防犯及び防

災等安全教育

の充実 

・登下校指導と通学状況確認

（年間５回） 

・多様な生活場面に対応した

防犯学習と防犯訓練（年間

２回） 

・実際の状況に即した防災学

習と避難訓練（年間５回） 

・ふじのくにジュニア防災士

初級講座受講 

（小２～５年 100％） 

・安全を考え主体的に行動で

きた幼児児童生徒及び教職

員（AB90％以上） 

８回実施 

 

 

２回実施 

 

 

５回実施 

 

100％ 

 

教職員 

AB 100％ 

幼児児童生徒 

AB 100％ 

Ａ 

◎予告なし訓練でも、子どもた

ちは「あおいも」の約束を守

ったり、教職員が自分の役割

を理解したりして行動する

ことができた。 

◎事前事後指導の教材を共有

することで、子どもたちに効

果的な指導を行うことがで

きた。 

●事後アンケートの内容を次

の訓練で活かしていき、より

実際に即した訓練内容にし

ていく。 

イ 感染症を正し

く理解し、感

染症を防ぐ対

策の徹底 

・感染症を理解し、適切に予

防できた幼児児童生徒 

（AB90％以上） 

・感染症予防について幼児児

童生徒に指導することがで

 

AB 100％ 

 

 

AB 100％ 

Ａ 

◎子どもたちは手洗いや消毒

の習慣が身についている。ま

た、自ら新聞を見て情報を得

ようとする姿も見られた。 

●感染症対策への意識を継続



様式第３号 

きた教員（AB90％以上） させることが課題である。 

ウ ＩＣＴ活用に

よる効果的な

学びの充実と

検証 

・ＰＣやタブレットによって、

授業がより分かりやすくな

ったと回答する児童生徒

（AB80％以上） 

・ＰＣやタブレットを活用し

た授業を展開し、効果を得

た教員（小中 AB85％以上） 

 

AB 88％ 

 

 

 

AB 96％ 

Ｂ 

◎活用する場面は確実に増え

ている。次年度は、効果的な

活用方法について研修や情

報共有をしていく。 

●まだ、タブレットの扱いに慣

れていない児童生徒もいる

ため、今後、使い方の指導が

必要である。 

エ 子 供 が 対 話

的、協働的に

学ぶ授業実践 

・授業が楽しいと回答した児

童生徒（AB90％以上） 

・子供の学びを見取り目標に

対して適切な評価ができた

教員（AB90％以上） 

・スキルちゃんを意識して指

導した教員（AB100％） 

 

AB 95％ 

 

AB 100％ 

 

AB 100％ 

Ａ 

●見取ることが目的ではない

ので、見取るための視点をし

っかりと学部内で共通理解

する必要がある。 

◎年度途中でアンケートをと

ったことで、ニーズに合わせ

たテーマに変更できた。 

エ 教員の指導力

の向上 
・障害特性を考慮した指導案

と板書計画に基づく一人一

授業研の実施 

（小中 AB100％） 

・校内研修の協議や外部講師

の助言から、授業改善を行

った教員（AB90％以上） 

 

 

AB 100％ 

 

 

AB 100％ 

Ａ 

●講師の助言を授業改善につ

なげるためには、講師招聘研

修を今年度よりも早めに設

定したい。 

●学部内で見合うことで研修

を深めることはできたが、他

学部の授業まで参観するこ

とは難しかった。 

エ 聴覚障害児教

育の専門性の

向上 

・幼児児童生徒の聞こえ及び

補聴器・人工内耳の異常の

有無に気付きマニュアルに

従って対応ができる教員

（AB100％） 

 

 

AB 100％ 
Ａ 

◎学部自立研で声をかけるこ

とで、教員の意識を高めるこ

とができた。 

●異常があったときに誰に報

告すべきかわかるように周

知する必要があった。 

オ キャリア教育

の視点での幼

小中学部の進

路学習、進路

指導の充実 

・キャリアパスポートを使い、

定期的にキャリア教育や進

路学習を実施した教員 

（小中 AB100％） 

・進路だよりの発行（年４回） 

・学校は進路情報を提供し、

将来を見据えた指導をして

いると回答する保護者 

（AB80％以上） 

 

AB 100％ 

 

 

５回 

 

 

AB 100％ 

Ａ 

◎キャリアパスポートについ

ては、学級で意識して指導す

ることができた。 

●今後は、キャリア教育そのも

のや、教育課程上のどこで何

を扱うのかを共通理解して

いく必要がある。 

 

オ カ リ キ ュ ラ

ム・マネジメ

ントによるつ

ながりのある

教育課程 

・カリキュラム・マネジメン

トを意識し、年間指導計画

を見直しながら指導した教

員（AB85％以上） 

・計画的な物品購入と効果的

な使用ができた教職員

（AB100％） 

 

 

AB 95％ 

 

 

AB 97％ 

Ａ 

●今年度、見直しの日を４回設

定した。各見直しの日に何を

目的とするのかを明確に提

示したい。 

◎物品購入及び学校経営予算

全体の計画的な執行ができ

て、教育効果の高い環境整備

ができた。即時対応を要する

不測の事態にも対処した。 
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オ 教育活動の見

直し及び業務

の精選と、働

き方のセルフ

マネジメント 

・自身で働き方を考え、業務

の遂行ができた教職員

（AB90％以上） 

 

 

AB 100％ 
Ａ 

●定時退庁日は意識できたも

のの、それ以外の日の退勤が

遅い教職員も多い。次年度は

ノー会議デーを増やし、その

日に会議を入れないよう徹

底したい。 

カ 専門性を生か

した乳幼児教

育相談の充実 

・安心して相談できたと回答

する保護者（AB100％） 

・ＳＴと連携した指導（年８

回以上）と成果報告書の作

成 

・乳幼児教育相談マネージャ

ーの指導効果があったと回

答する教員（AB100％） 

 

AB 100％ 

 

７回 

 

 

 

AB 90％ 

Ｂ 

◎ＳＴに指導に入っていただ

き、個に応じた支援方法を教

えていただけた。 

◎保護者・教員・ＳＴの三者で

話し合う場を設けて、ＳＴか

らの実態に合った助言を共

有できた。 

●部内のみでの情報共有とな

り、校内で情報共有までには

至っていない。 

キ 在籍校とのつ

ながりを大事

にした通級指

導教室の充実 

・在籍校訪問等による情報共

有（児童生徒一人２回以上） 

・ニーズに応じた通級指導の

実施と保護者及び在籍校担

任の満足度（AB90％以上） 

・難聴児支援講習会の実施 

（年２回以上） 

２回 

一人のみ１回 

保護者 

AB 93％ 

在籍校担任 

AB 100％ 

２回 

Ａ 

◎アンケートでは、「アドバイ

スがとても役に立った」の項

目が 100％だった。 

●アンケート結果から、さらに

聞きたい内容が多岐にわた

り、多様なニーズに対応する

必要性があることがわかっ

た。 

ク 特別支援学校

のセンター的

機能の推進と

充実及び関係

機関との連携 

・早期支援、早期療育の資料

作成と発信（学期１回以上） 

・近隣の園や小中学校高等学

校との情報共有と支援 

（学期５回以上） 

・学校内外の情報共有や、ケ

ース会議につないだ案件の

整理と成果の検証（毎学期） 

1・2・３学期実施 

 

 

５回 

 

 

毎学期実施 

Ａ 

◎お便りの発信によって、高校

からの問い合わせがあり、教

育相談につなげることがで

きた。 

●一般的な助言ではなく、個人

に応じた支援方法の情報提

供を求めるニーズが高く、今

後、それらに対応していく必

要がある。 

 


